
自分で決める学習活動
一全学年　音楽科「楽器あそびI.II」の実践を通して一

木　村　敦　子

1　音楽科における自己決定

音楽活動における児童の自己決定は,次のように考えられる。

(9どのような手段で表現するか

②どのように表現するか

本研究では,児童が表現方法を選択し,自分のイメージをもって表現に取り組むことができるよ

うに,児童の選択についての実態と集団への関わりから捉え,具体的な支援を考えていくものであ

る。

選択についての実態

偶然手 に した楽器 を選 んで

いる。

友 だちや指導者 の模倣 に

よって楽器を選んでいる。

好 きな感触や音色が明 らか

になって選んでいる

友だちや指導者の活動への

関心から,友だちや指導者が

選んだ楽器を選んでいる

友だちや指導者の活動を見

て見通 しをもった方を選ん

でいる。

過去の経験からどのような

奏法をしたら自分のイメー

ジが表現できるか といった

.観点で選んでいる。

友だちと一緒にするために

友だちの好みを考慮 して自

分の楽器を選んだり,友だち

の表現 と合 うような奏法で

演奏する。

支　援

児童が好んでいる感触や音

色の楽器を選択肢にする。

・選択肢のイメージをもつこ

とができるようにいろいろ

な楽器の音を出してみる場

を設定する。

・模倣できる場(友だちや指

導者が演奏するのを見る

場)を設定する。

・児童が特に好んでいる楽器

を選択肢にしたり好んでい

る活動の選択場面を設定す

る。

これまでに楽器を使ってど

のような音をだしたのか,

実際にいろいろな奏法を提

示する。

・友だちと一緒に演奏するた

めに,自分の音をコント

ロールしたり,順番に聞き

合うことができる場を設定

する。
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集団への関わり

指 導 者 と一 緒 に 活 動 を す

る。

指 導者 の こ とば か けで 活 動

をす る。

友だちの動きを手がかりに

活動する。

集団での活動の仕方がわ

かって友だちと関わりなが

ら活動する。



2　実践車例-「楽器あそぴI oII」

児童の意欲は,自分の思いを自分なりに表現する活動,表現したことの達成感をもつことができ

る活動を通して育まれていくものであると思われる。楽器を演奏することは児童が好んで取り組む

活動である。児童が音楽を感じたり,自分の出した音を意識して意欲的に音楽表現をしていくため

には,一人ひとりの選択(自己決定)の場が活動の中にあることが必要である。そこで,音楽活動

に求められる条件としては,一人ひとりの興味・関心に応じることができるものであること(自分

の好きな楽器が選択できるようになっていること),児童の表現に合わせて音楽を変化させていく

ことが可能なものであること(児童が自分の音楽を決めていくことができるもの),児童相互に表

現し合う場,集団で関わりながら表現できる場が設定されていることなどが考えられる。

これらのことから,本題材では,楽器あそびIとして教材曲「みんないっしょに」(C。ロビン

ス,P.ノードフ作),楽器あそびIlとして教材曲「Fu n　つO r F o u r D r ums」

(C。ロビンス,P。ノードフ作)を主教材として選択し,さまざまな音色の楽器を演奏する活動

を行っていくものである。教材曲「みんないっしょに」は,たいこ,シンバル,リードホーン,

トーンチャイム,タンプリンが歌の中に順番に出てくる曲である。歌で楽器を演奏する順番がわか

ることから,分担奏や合奏の構成が児童にわかりやすくなっている。また,児童が自分の好きな感

触や音を選択できたり,一人ひとりの演奏する速さやタイミングに合わせて音楽が展開できるよう

になっている。また,教材「Fu n f o r Fou r Dr ums」は4種類の類似した音色,

類似した奏法の楽器をリズムに合わせて演奏していくものである。音色の違いや,友だちの音を聞

き合ったりすることが,音楽ゲームになっている活動である。

本学級では,1年生から6年生までの14名を学習集団として,音楽の授業を行っている。音楽活

動への児童の関心は高く,特に楽器を使用した活動を好んでいる。全学年合同の学習は,音楽以外

でも行われているため,児童相互が関心をもって活動している。

指導にあたっては,児童の自己選択の実態に応じて,複数の中から選ぶ～2者の中から選ぶと

いったように提示をしていく。さらに選択した楽器で,一人ひとりが自分なりの表現をしていける

よう,伴奏の工夫,教材提示の工夫をしていく。また,児童相互が聞き合ったり,模倣し合ったり

できる場も設定していくものである。

(2)指導目標

①　自分の好きな楽器を選ぶことができるようにする。

②　音楽の流れにのって楽器で表現できるようにする。

③　友だちと一緒に表現できるようにする。

(3)指導内容と計画(10時間)
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(4)指導事例(第二次　第5時)

本時の目標

自分の好きな楽器を選び,友だちと一緒に楽器を演奏することができる。

目標行動

児　 童 目　 標　 行　 動

③ 自分の前に提示された 2 ～ 3 の楽器の中から自分の好きな楽器を選んで演奏する。

音楽の流れにのって持続 して演奏できる。

②⑦⑪ 自分の前に提示された楽器の中から 1 つを選んで演奏する。

音楽の拍の流れにのったリズムがうてる。

指導者のことばかけで分担奏ができる。

(》(9⑩ 複数の楽器の中から自分の好きな楽器のところに行 く。

音楽の拍の流れにのって友だちと一緒に分担奏ができる。

④⑤ 複数の楽器の中から自分の好きな楽器を示す。

友だちの音を聴 きながら, 順番が分かって分担奏ができる。

⑥(秒 複数の楽器の中か ら自分の好きな楽器を示す。

分担奏の順番が分かり, 自分で工夫して表現できる。

⑫⑬⑭ 複数の楽器の中から自分の好きな楽器を示す。

友だちと一緒に工夫しながら合奏できる。

仮　 設 異 なった音色 の楽器での分担奏 を取 り入れた活動 を設定するな らば, 自分 の好 きな

楽器 を選び, 表現するであろう。

準　備　ボンゴ,コンガ,ハンドドラム,フロアータム,トーンチャイム,リゾネ一夕ーベル

学習の展開

学　 習　 過　 程 予想される活動
指　 導　 ・ 支　 援　 活　 動

全　 体 個　 別

1 . 始 まりのあいさつ ○児⑦⑩ は, 指導者 1 . ・学習の始まりとし 1 . ・本日の当番,

をする

i

恒 忘 1 ぉはま

の側に来るであろう

○児④⑤⑥⑦⑧⑨⑩

て毎時間位置づける。

◎一人ひとりの児童が

自分の好きな表現であ

児が前へ出て号令

をかけるように言

葉かけをする。

2 . ・児(D ②③が活

うの歌

i
l

2 .l 既習曲を歌う
l

l　　　　　　　　 l
恒 月の歌　 巨 クエスト叫

l　　　　　　　　　　 l
l

「F un　F or　F our
3 ・D rum s」を演奏する

いきつができるように

伴奏を合わせる。

2 . ・児童のリクエスト

⑫は, 歌いたい歌 を は,できるだけとりあげ 動 に入 りやすいよ

リクエス トしてくる

であろう。

○前に出て楽器を自

分で選ぶことに援助

て歌うようにする。

3 . ◎児童一人ひとり

が好 きな楽器を選べる

う,指導者が側にい

て言葉かけをした

り, 一緒に動 く。
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が必要であると思わ

れる児童(③)

○指揮をしたいと言

うであろう(⑤⑧⑫)

○友だちの楽器の順

番を示すであろう。

(⑥⑧⑫)

○順番に演奏する際

に援助が必要である

と思われる児童

((診受)⑪)

○友だちの音を聞い

て演奏するであろう

(④⑥⑧⑫⑳⑭)

よう,複数の楽器を提

示する。

◎音楽の速さや柏の流

れは,児童の活動の速

さによって決定する。

・曲に出てくる順に楽

器を配置する。

4.○始まりと同様に

毎時間位置づける。

O「さようならの歌」

は,2曲歌うようにす

る。2曲ともリゾネ一

夕ーベル,トーンチャ

イムを使用する。歌で

学年を呼ぶようにす

る。

(5)児童の活動と支援(児③,児⑦の事例)児③-‥-一児⑦洵で示す。

3。◎児①②⑦⑪が

自分の好きな楽器

を選ぶことができ

るよう,4つの楽器

を選択肢として提

示する。児③は2つ

の楽器を選択肢と

して提示する。

・児⑤⑧⑫が指揮

ができやすいよう,

指揮棒を準備する。

⑤には演奏順をこ

とばかけをする。

第 一 次 第 5 時 第 二 次 第 5 時

選択 につい ての実態　　　　　　　　 支　 援　　　　　　　　 頻用 への関わ り 選択についての実態　　　　　　　　 支　 援　　　　　　　　 集 団への関わ り

偶 然手に した 菜館 を選ん で　 ・児 童が好ん でいる感触 や音 指導者 と一緒 に活動 をす 偶然手に した楽 器を選 んで　 ・児丑 が好 んでいる感触や音　　 指導者 と一緒 に活助 をす

いる0　　　　　　　　 色の楽器 を遵 択肢 にす るシ

ノ
′

匡 霊 慧 禁 に . .

′
・選択 按の イメージをもつ こ

′　 る。 いる0　　　　　　　　　 色 の楽 浮を選択掛 にす る。　 る0

匡 霊 豊 禁 笠 に

・選択肢 のイメージを もつ こ
指導者の ことばか けで活好 きな感触や 音色が 明 らか ノとが で きる よ うにい ろ薬 好 きな感触や音 色が明 らか とが で きるよ うにい ろ楽 指導者の こ とばか けで活

になって遥ん でいる　 . ′ 器の音 を出 して みる堀 を 動をす る。 になって選んでい る　　　 器 の音 を出 してみ る場 を　 助 をす る0

設定す る。

友だちの動 きを芋が かり

設定 する。

友 だちや指導 者の活 動へ の　 傾 放で きる場 綾 だちや指

関心 か ら. 友 だちや 指導者　　 導者 が演奏 す るの を見 る

が選 んだ楽器 を選 んでい る　　　 場) を設定す る。

友 だちや指導者 の活動へ の　 磯 倣 できる場 (友 だちや指

関心か ら, 友 だちや榊 者　　 導 者が 演賽 す るの

が選んだ楽器を運んで いる　　　 場) を4

し紗 特 に軌 でいる柵　 慧 孟禁 誓 手が か り
友 だちや指導者 の活動 を鬼　　 を選 択肢 に した り好 んで

・児童 が特に好ん でいる楽器

友 だちや指導 者の活動 を兄　　 を選択 肢 に した り好 ん で

に活動す る。

集団 での活動の仕 方がわ

て見通 しをもった方 を遅 ん　　 いる活 動 の選択 場面 を設 て見通 しを もった方を還 ん
い る活動 の選 択場 面 を設

でいる。 でいる。
定 する。

過去の経 験か らどの ような　 ・これ までに楽器 を使 ってど

葵法 をした ら自分の イノー　　 の ような音 をだ した のか,

ジが表現 で きるか といった　　 実際 に い ろい ろな奔 法 を

定す る。

過 去の経験 か らどのよ うな　 ・これ まで に楽器 を使 ってど

奏 法をした ら自分 のイ メー　　　 の ような音 をだ したのか,

ジが表現 で きるかといった　　 実際 にい ろ いろな奏 法 を

観点 で選 んでい るb　　　　 提示 する。

・友だ ちと一緒 に演奏す るた

友 だちと一緒 にする た糾 こ　　　 めに, 自分の 音 を コン ト

友だ ちの好み を考慮 して 自　　 ロール した り, 顧番に聞 き

分の楽塩 を選 んだ り・友 だ　　 合 う こ とが で き る場 を殻

ちの衷現 と合 うよ うな賽法

で演資す る。　　　　　 定す るD

観点で選 んでいる0　　　　 提示す る。

・友だち と一緒 に波賓す るた = 四 潤 での活 動の仕 方がわ
か って友 だち と関 わ りな

が ら活動 する。

友 だちと一緒 にす るため に　 め に, 自分 の音 を コ ン ト　 か って友 だち と関 わ りな

友 だちの好 みを考慮 して 自　 ロール した 。, 鯛 に聞 き　 が ら潤 する0

分の楽舘 を選ん だり・ 友だ　　 合 うこ とがで きる場 を設

ちの釆現 と合 うような贅法

で演奏す る。　　　　　 定す る0
i
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3　考　察

(1)児童の自己決定について

本題材で,児童が自分どのような手段で表現したいかという選択を行うには,次のような過程が

あると考えられる。

ア日常的に好んでいる物を指導者が提示し,音を出してみて選ぶ。

イ日常的に好んでいる物を指導者が提示し,友だちが演奏するのを見て,自分はどれにするか選

ぶ。

ウ前回選んだものを選ぶ。

エ提示された複数の楽器を,全部音を出してみて好きな音のものを選ぶ。

オ友だちが演奏するのを見て,提示された複数の楽器の中から好きな音のものを選ぶ。

カこれまでの経験から,好きな音の楽器を選ぶ。

第一次の活動において,児③は,シンバル,トーンチャイム,リードホーンを5つの楽器の中か

ら選んで演奏した。これらの楽器を選択し,曲全体の流れを把握して演奏することができた。第二

次の活動においては,4つのDrumを順次選んで演奏したが,積極的に選択することがなかった。

また,曲の始めだけ音を出して演奏をやめることも多く見られた。これらの活動から,児③は好き

な音色の楽器が明らかになってきていると思われる。第一次では,使用した楽器が多様な音色や多

様な奏法のできるものを選択肢として提示している。一方,第二次では音色の違い,奏法の違いも

差の少ないものであった。児童が自己決定するためには,児童の好むものが選択肢の中に含まれて

いること,選択肢の1つ1つが十分にイメージできていることが必要である。第二次の活動の設定

がが好みに適応できるものでなかったのか,楽器や曲のイメージができるまで活動できていなかっ

たのか明確にしていくために,編成を変えて実施することが考えられる。

(2)集団への関わりと自己決定について

本題材では,4～5人の集団で音楽を表現する活動を行った。児童が楽器を選ぶということにつ

いて,集団への関わりの視点から次のようなことが見られた。

ア自分と複数の楽器といった関係から選んでいる。

イ友だちの表現を聞いてイメージをもち選んでいる。

ウ集団での活動が成り立つかどうかで選んでいる。

児⑦の活動を見ると,第一次では,アの選択を行っていた。そこで,活動を通して集団への関わ

りを図っていくことをねらい,一緒に表現する友だちに意識が向くことばかけを行うようにした。

第一次の第3時から,他の児童の表現を模倣したり,他の児童の表現を聞いて順番に分担奏をする

ようになってきた。また,児⑥⑧⑬⑭は,曲全体の流れが把握できるようになってくると,ウの選

択を行うようになってきた。

これらの児童のようすから,集団への関わりと楽器や表現の仕方を選ぶといったこととの関連か

ら支援を考えていくことによって,相互に質的な高まりがあったと考えられる。

(3)今後の課題

本研究では,児童の選択の実態に対しての支援を集団への関わりとの関連から考えていった。事

例において,選択の実態の質的な高まりと集団への質的な高まりの相互作用が見られた。このこと

からも,仮説として設定した支援のあり方について相互の質的な高まりを図るものを考えていく必

要があると思われる。
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